
◆生活保護受給者の日常生活、社会生活及び経済生活の自立助長を図るため、個々の生活面や就
労面でのニーズに沿った細やかな支援を実施する。

生活保護事務、生活困窮者自立相談等支援事業、就労促進事業、生活自立支援事業

◆判断能力が不十分な方の福祉サービス利用支援や日常生活自立支援、成年後見制度の利用支
援等を行い、成年後見人の育成やサポートを行う成年後見制度推進機関である権利擁護センター
「あんしん江東」及び専門的見地からの解決や福祉サービス向上を目的とした委員会の運営を行う。

権利擁護推進事業、高齢者区長申立支援事業、精神障害者区長申立支援事業、心身障害者区長
申立支援事業

◆相談・面接会の実施等による福祉人材の確保、事業所職員を対象とした研修の実施等による質の
向上に取り組んでいる。5年度は、新たに介護福祉士資格取得費用助成、介護職員宿舎借り上げ支
援を実施する。

介護従事者確保支援事業

◆「地域福祉計画」に掲げる地域・行政・地域と行政の3つのつながりづくりを進め、包括的な支援体
制の構築に取り組んでいる。また、高齢者の孤独死や社会的孤立を未然に防ぐため、社会福祉協議
会と連携し、活動プログラムを通して地域による見守り活動を支援している。

地域福祉計画進行管理事業、高齢者地域見守り支援事業、社会福祉協議会事業費助成事業

◆平成30年の社会福祉法改正により「地域福祉計画」の策定が努力義務とされ、「地域福祉計画」に盛り込むべき事項と
して「包括的な支援体制の整備に係る事業に関する事項」が追加された。
◆令和2年の社会福祉法等の一部改正により、地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の構築に
向けた取り組みとして、「重層的支援体制整備事業」が創設された。

◆昨年度から減少。身近な相談相手として「同居している家族」が71.3％で最も多く、「区や施設等の
相談機関」は6.2％と低くなっている。また、「相談相手がいない」理由として、「誰に相談すればいいか
わからない」が35.7％と最も高く、身近な相談先の充実や相談窓口等の分かりやすい周知が必要であ
る。

身近な相談先の充実や相談窓口の周知など、包括的な支援体制の構築につながる指標であるため

誰もが、地域の福祉ネットワークにより、世代や分野を超えて丸ごとつながり、支えあいながら安心して暮らすこと
ができる環境が整っています。また、適切な支援を通して、区民の自立した生活が進んでいます。
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◆高齢化に対応した福祉人材の確保・育成は喫緊の課題であり、相談会や研修等の実施により引き続き対応していく。
なお、研修については、研修時間帯の見直し等により受講者数の増加に取り組んでいく。
◆高齢期の就労者が増えたこと、青年層の参加するボランティアが多様化したことで、ボランティア登録者は減少傾向に
ある。充実感のあるボランティア活動やボランティア団体間の連携が課題である。
◆手話通訳者拡充のため、元年度より手話通訳者全国統一試験合格を目指す養成コースを開講し、4年度は8名が合格
した。また、相談支援専門員を確保するため、4年度は2名分の人件費補助を行ったが、受給者数の増によりセルフプラ
ン率は引き続き高い状況にある。5年度も人件費補助を継続し、相談支援専門員の確保に取り組んでいく。

福祉人材の確保・育成につながる指標であるため

◆「福祉のしごと相談・面接会」は年2回開催し、127人が参加した。区内介護事業者の職員や管理者
を対象とした研修事業については、オンライン開催とし、15講座、延271人が参加した。
◆福祉ボランティア育成の中心であるボランティアセンター、社会福祉協議会のボランティア登録者
数は減少傾向にある。

福祉人材の確保・育成には、福祉の仕事を理解することが大切であり、そのために相談・面接会や介護従事職員
への研修などを通じ、福祉人材の確保及び育成を支援します。また、シニア世代を含む福祉ボランティアの育成
と活用を図ります。さらに、資格取得の支援など、新たな介護人材の確保に取り組みます。

◆地域共生社会を実現するため「江東区地域福祉計画」の取組を推進し、地域・行政・地域と行政の3つのつながりづく
りに取り組むとともに、重層的支援体制の整備について検討していく。
◆年々増加及び複雑化していく相談に対応するため、社会福祉協議会の活動拠点を新たに整備するとともに地域福祉
コーディネーターを増員して、こども・高齢者・障害者等の相談支援体制やアウトリーチ活動を強化していく。
◆新型コロナウイルス感染症により停滞した見守り活動の再開を支援したほか、地域全体で高齢者の生活を支援する支
えあいの体制を構築するため生活支援コーディネーターを4人配置している。引き続き、高齢者が社会的に孤立すること
がなく暮らすことができるよう地域の実情に応じた地域主体の見守り体制づくりに取り組む。

(代表指標に記載）

(代表指標に記載）

地域共生社会の実現に向け、高齢者・障害者・こども・生活困窮者などの対象者別の縦割りを排し、既存制度の狭間に
いる方も含めて、生活上の困難を抱えるあらゆる方への包括的な支援体制を構築し、適切な支援を行います。そのた
め、社会福祉協議会のあり方を見直し、社会福祉協議会や関係機関との連携を一層進めることで、地域福祉の支援体
制を強化します。また、行政内部の各部署、地域社会、行政と地域のそれぞれのつながり作りに努め、きめ細かな支援
ができる体制を構築します。さらに、ひとり暮らし高齢者等の社会的孤立を防ぐため、地域主体による見守り体制の構築
を支援し、住民同士で支えあう活動の促進を図ります。
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◆内閣府の月例経済報告（令和5年4月）によると、景気や雇用情勢は緩やかに持ち直しているとされる一方で、物価上
昇、金融資本市場の変動等の影響に十分注意が必要とされており、なお予断を許さない状況である。
◆非正規労働や不安定就労者が雇い止め等で一度雇用の場を失うと、新たに職を見つけること自体が困難であるばか
りか、再就職活動に支障を来す場合も多い。また、稼働能力があっても就労経験の乏しさから生ずる就職に対する不安
感から雇用機会を狭めるなど経済的自立への障害となっている。生活保護受給者は、日常生活や社会生活面での課題
を抱えている場合が多く、一人一人の生活面及び就労面のニーズに応じたきめ細やかな自立支援が必要なため、一定
程度の時間をかけて実施していく。

生活保護受給世帯のうち、稼働年齢層の失業者が含まれる「その他世帯」の就労率が、経済的自立
を示す指標と考えられるため

◆新型コロナウイルス感染症の影響を受け、「その他世帯」の就労率は低下している。景気や雇用情
勢は緩やかに持ち直しているが、生活保護受給者の中には、稼働能力があっても就労経験が乏しい
方も多く、就労への不安感から雇用機会を狭めるなど、就労に当たっての障害となっている。

区民の最低生活を保障するとともに、生活保護受給者の状況に応じた支援を行い、日常生活、社会生活及び経
済生活の自立助長を図ります。また、生活困窮者の自立支援については、一人一人の考えや価値観を尊重する
とともに関係機関とも協調し、心身の状況等に応じた早期の包括的な支援を実施します。

◆高齢化の進展に伴う認知症高齢者の増加に加え、知的障害者、精神障害者も増加傾向にあることから、成年後見制
度利用者数、福祉サービスの総合相談件数、日常生活自立支援事業利用者数等の増が予想される。
◆3年度に策定した江東区成年後見制度利用促進基本計画に基づき、中核機関の設置に向けて関係機関との調整や
協議会での諮問等を行い、令和5年4月に開設した。今後は中核機関を軸に制度の周知や利用者のフォローを行い、制
度の適切な利用の促進を図る。
◆高齢者及び障害者への虐待防止・早期対応に向けて、研修による職員の資質向上、関係機関との連携強化、成年後
見制度の更なる活用等を進める必要がある。

成年後見制度の利用促進の状況を示す指標であるため

◆相談窓口の周知や事業説明会の実施等により指標値の向上につながっている。4年度は10,724件
と、3年度の10,593件と比べ131件増加し4年度の目標値（10,500件）を達成。6年度の目標値達成に向
けて順調に推移している。

福祉サービスの利用援助や金銭管理援助を行うとともに、成年後見制度に関する相談や利用の支援、高齢者・
障害者等に対する虐待の防止や早期発見・対応を行い、権利擁護を推進します。また、これらの利用件数の増
加が今後見込まれることから、後見人の育成や支援体制の充実を進めます。
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3

指標の推移を見る限り、目標値に向けて前進しており、相談窓口の周知や事業説明会の実施等
が効果をあげている様子が窺える。今後、さらなる高齢化の進展に伴い、より多くの問題が生じる
可能性が高いことから、一層の工夫・改善を期待したい。

江東区成年後見制度の利用促進のため、新たに中核機関を設置するなど改善が進んでいる。今
後、利用者のフォロー、制度の利用状況の把握分析など制度の改善を進めることが望まれる。

認知症患者や障碍者を支える活動や課題は、専門的な第三者（中間支援組織等）の介入によっ
て、近年は地域社会においてかなりの事例件数が表出されるようになってきたと感じている。目標
指標に相談件数を掲げており、わかりやすい半面、これら相談窓口や専門機関にかかるまでのプ
ロセス、つまり個人や家庭の悩みを解決すべき問題として当事者らに認識してもらい、家庭の外へ
表出化し、相談機関につなげるまでのプロセスが非常に重要で介入・支援が難しいと感じている。
専門機関につながる前のプロセスにこそ、地域福祉の包括的な支援が重要で、問題を抱える当
事者の生活により近い存在が行政人材としても地域人材としても重要であり、フォーマル・イン
フォーマルを上手につなぐ中間支援に期待したい。

2

介護人材の確保・育成のために工夫・努力を続けていることに敬意を表したい。それにもかかわら
ず、区が確保・育成した介護人材の人数が目標値に遠く及ばない点は、この問題の難しさを示し
ている。最終的にどのような状態をゴールに定めているのか、そのための方法として現在のやり方
だけで十分なのかなど、絶えず見直しながら、さらなる改善を図っていただきたい。

7月7日の2回目の外部評価委員会での説明によると、社会福祉協議会のボランティア登録制度の
枠外で企業や様々な活動グループに参加する例が増えているとのことだった。委員から、ボラン
ティアの質が変化しているとの指摘もあった。現状の変化の把握にとどまらず、一歩進めて、新た
な状況に対応し、ボランティア活動をより活性化させる方法を検討してほしい。区民モニターから
も、「オンラインでできるボランティアがあると初めて知った」などの声が出ていた。コロナ禍を経た
からこその、工夫できる余地を一層生かしてほしい。

近年は、超高齢化社会と経済状況の変化、それらに伴う人々の経済的価値観や公共心の変化が
大きく、ボランティア（特に無償または低額報酬のボランティア）を担う人材の確保は、難しくなって
きていると感じている。区民モニターのご意見では、ボランティアを担った経験のある人材も高齢
化などの状況変化に伴い、一旦サービス受給者になるとその他のボランティア活動への参画が難
しくなるとの話があった。このような携わる人々の意識や社会変化を踏まえ、人材育成を通して、人
以外の資源（動物・ロボット・AIツール・それらを扱う人も含む）も活用・育成しつつ、地域全体とし
ての重層的な支援のあり方、それを支える人材育成のあり方を検討してほしい。
同時に、現時点では福祉資源ではない人への意識啓蒙や就労チャレンジ等の就労体験機会の
充実、携わり方の多様化等も将来の人材確保につながる視点として重要と考える。

1

地域共生社会の実現に向け、高齢者・障害者・こども・生活困窮者など対象別の縦割りを排すると
いう考え方はとても大切であり、その考え方に基づいて、多面的な施策をきめ細やかに実施してい
ることを評価したい。ただ、成果と課題の記載内容がほとんど課題で占められていたことは残念
で、成果と課題を明確に整理していただきたい。

「対象者別の縦割り」がネックになっているという問題意識のもと、それを超えて地域を包括的に支
援する体制づくりが進んでいる。

包括化は、多くの政策分野での課題であるが、到達目標にむけた実践は、抱える領域の多様さゆ
えにコストがかかり難しいことも多いと思う。それが故、日々詳細な課題に向き合う中でも巨視的で
安定的な理念を常に確認することが重要である。
本方針については、区の現状や課題、それらを横ぐしにするという政策理念はしっかりと現場で共
有され、その上で体制の充実化にむけた取り組みが進んでいると感じた。

◆指標については一部の取組方針に掲げる指標が新型コロナウイルス感染症の影響等により停滞し
ているものの順調に推移しており、施策の進捗状況は概ね順調であると言える。
今後も施策が目指す江東区の姿の実現に向け、下記について着実に取り組む必要がある。

◆地域共生社会の実現に向け、「地域福祉計画」に基づき包括的な支援体制の構築に向けた取組を
推進するとともに、社会福祉協議会の機能強化、区との連携、区内部の連携強化を進めていく。
◆人口増や高齢化の進展に伴い、今後も成年後見制度利用者数の増加が見込まれる中、新たに設
置した中核機関を軸に成年後見制度の一層の活用を進めていく。
◆国の制度改正の動向を踏まえ、自立支援に向けて必要な体制整備を図るとともに、新型コロナウイ
ルス感染症に伴う影響に対しても適切に対応を進めていく。
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全体に良好な取り組みが進められていると思う。社会福祉協議会でのボランティア登録制度など従来から
の仕組みについて絶えず再検討、改善していくことが求められる。

取組方針全体を通じて、概ね適切に良好に施策が展開していると感じた。
問題の解消解決には時間がかかり高い専門性が求められことが多い分野だが、社会福祉協議会や関連
団体等の専門的機関と連携し、ケースによっては時間をかけても区民の生活や地域に伴奏していく支援
環境を適切に用意し、体制運営している姿勢がうかがえた。

地域福祉と生活支援という広範かつそれぞれに深刻さを増す課題に区として真摯に向き合い、きめ細や
かな取り組みを行っていることに敬意を表したい。一方で、これまでの発想や方法では真の解決につなが
らないケースも増えてきていると思われる。イノベーティブな発想と実践が強く求められていることを意識し
て、業務や施策のあり方自体を不断に見直し、発展させていただきたい。

委員や区民モニターからの発言、意見でなるほどと思ったのは、▼年齢によって「ボランティア活動をする
側」「される側」が線引きされるのではなく、状況に応じて活動を続けられるようにしてほしい▼介護される
側にも理不尽な対応、セクハラ、暴言など問題がある▼住民同士で助け合い、人材不足が補える仕組み
づくりが必要－－など。民間団体やコンサルなどの企業の協力を得ることも含め、介護、ボランティア活動
の柔軟な運用の推進が必要ではないか。

地域福祉の包括化について、十分な理念理解のもと、関係機関と協働した実践を行っていると感じた。今
後は、福祉領域外との連携も促進し、地域福祉で扱う課題のより本質的な解決にむけた施策展開に期待
したい。
その上では、調整機能を担う部署が重要で、専門性の高い社会福祉協議会や関係機関を活かしつつ、
その他領域や専門家とをつなぐ区の柔軟で積極的な姿勢がますます求められると感じた。

高齢者が対象の施策において、ICTの活用は難しい面もあると考えられるが、生活保護受給者の自立支
援など、ICTを活用した新たなアプローチもあり得る。国内外の先進事例などに学びつつ、一層の工夫を
行ってほしい。

地域を包括的に支援していくことを目指し、現場に則したきめ細かな取り組みが進められている。

施策内容の全体像や具体事例などを適切にとらえていると感じた。特に、評価の機会においても十分な
事前説明資料や会議の場における説明を行い、内容に応じて具体的なデータ数字や情報を共有し、わ
かりやすかった。

区民ニーズ・社会状況の変化を的確に捉えて施策を展開していると評価できる。

4

他の先進国と比べて高い我が国の貧困率をどう低下させていくかは極めて大きな課題である。一
方で、人手不足も深刻さを増しつつある。これらの観点からも、生活保護受給者の就労を通した自
立を促すことは、容易ではないものの、強化すべき取り組みである。既に様々な施策を展開してい
るようだが、他の自治体の先駆けとなるような取り組みを含めてさらに一層の工夫を期待したい。

新型コロナの感染拡大が落ち着き、景気が持ち直しているとはいえ、物価上昇、インボイス制度の
導入などにより、大企業の社員以外の非正規職員や個人事業主は厳しい状況に置かれている。
状況を注視し、きめ細かな支援を続けてほしい。

生活保護受給世帯の就労については、世帯主が稼働年齢層であっても健康状態や介護・育児
等、受給者の生活環境によって状況が様々であると推察される。きめ細やかな自立支援をおこ
なった上で就労に至ったケースは、福祉的な支援の結実として重要であり、就労率は適切な政策
指標であると考えられる。
一方で、就労を受け入れる事業者側からの支援も重要と思われ、事業者との連携および区経済
課などとの事業主管課をこえた庁内連携も必要と考える。
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≪参考≫　外部評価モニターの評価

◆指標については、一部の取組方針に掲げる指標が新型コロナウィルス感染症の影響等により、計
画策定時の現状値より低下している。
◆行政サービスの再開に伴い、施策が目指す江東区の姿の実現及び指標の向上に向け、下記につ
いて着実に取り組む必要がある。

◆地域共生社会の実現に向け、「江東区地域福祉計画」に基づき、包括的な支援体制の構築に向け
た取り組みを着実に推進するとともに、引き続き必要とする人に適切な支援が行き届くようきめ細か
い対応を進めていく。

◆人々の意識や社会変化等により、企業や様々なグループにてボランティア活動に参加するなどボ
ランティアの質が変化している中、ボランティアに携わる方の多様化を見据え将来の人材確保につな
がる取り組みを検討する。

◆人口増や高齢化の進展に伴い、今後も成年後見制度利用者数の増加が見込まれる中、新たに設
置した中核機関を軸に成年後見制度の一層の活用を進めていく。

◆国の制度改正の動向を踏まえ、生活保護受給者等の自立支援に向けて必要な体制整備を図ると
ともに、新型コロナウイルス感染症に伴う影響に対しても適切に対応を進めていく。

1人 11人 3人 1人 0人 16人

区民モニターから、「それぞれの部課の担当分野がわかりにくいので、体系図か部課の切り分け要件がわかると、話が
入ってきやすくなる」との指摘があり、その通りだと思う。また、確かに、7月7日の外部評価委員会では、質疑に応答した
担当者が限られ、「ただいるだけの職員が減る仕組み」を求める声もあった。担当部内の打ち合わせや準備が足りなかっ
たということか。「ボランティアが減っている問題」でも、担当部署では減っているわけではないという構造的変化を把握し
ており、外部評価対応の担当がシートに機械的に記入したのではないかと感じる。

S A B C 無回答 計
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